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肺吸虫症の皮内反應に関する研究 (1)
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はしがき

肺吸虫症の皮内反応の抗原としては，`主として成虫の

抽出液が用いられているが，布上 (1930)は成虫の代謝

物質を，石垣等(1954)は患者の喀痰の抽出液を用いて，

何れも陽性に出現することを報告している。＼

然しこれらの実験はすべて肺吸虫症患者の群と非流行

地の健康者の群とについて行つたもので，肺吸虫症流行

地で多数の人について集団的に行い，その信頼性につい

て検討したものは見当らない。著者等は成虫の生理食

塩水抽出液及び成虫を24時間37°cにて飼育した生理食

塩水一この生理食塩水内には，成虫の分泌物及び排泄物

（新陳代謝産物）が含まれているーを抗原として皮内反応

を静岡県の肺吸虫症患者及び新潟県直江津市の小学生

1,600名について実施して， 其結果について検討してみ

た。なお本反応のPassivetransferについてPrausnitz一

Kiistner反応を人体で実験したので併せて報告する。

実験材斜及び方法

抗原の製法

従来の肺吸虫症皮内反応の抗原としては，主として成

虫の食塩水乳剤濾液が用いられて来たが，著者等は次の

如く先ず材料を凍結乾燥後秤量し，乾燥璽量に対する一

定稀釈液を作製した。

I. 成虫食塩水抽出液の製法

①犬或いは猫に肺吸虫メタセルカリアを与えーて4カ月

以上経つてから之を解剖し，肺臓より無菌的に成虫をと

り出す。

Rこの成虫を滅菌食塩水で数回洗源後，最後に滅菌蒸

Intradermal test for Paragonimiasis (I). Muneo 
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溜水で洗溜する。

③真空度 10—3Hgmro 以下で凍結乾燥後封入保存し

ておく，

④乾燥虫体を秤量後乳鉢て磨砕し， (Tissue grinder 

を使用した方が可），之に99倍量の滅菌生理食塩水を加

え， 5°Cで3日間抽出する。

⑤次いで1万回転30分間遠心沈澱して上清をとる。

R上清を56°C30分宛2回非動化し，之に 1万倍の欝

にマーソ、｀ニンを加え原液 (100倍液）として保存する。

（凍結乾燥保存すればなおよい。）

⑦皮内反応の抗原としては，この原液を更に1万倍の

マーソ‘・ニン加生理食塩水で 100倍に稀釈し (1万倍液），

無菌試験を行った後に用いる。

II. 代謝物質抗原

①無菌的に感染動物（犬或いは猫）の肺臓より虫体を

摘出する。

②滅菌生理食塩水で数回洗源する。

⑤滅菌プロックシャーレに1匹宛， 2ccの滅菌生狸食

塩水と共に37°cに24時間保つ。

④ 24時間後に虫体をとり出した後， プロックシヤー

レ内の液を集め1万回転30分間遠心沈澱する。

⑤上清をとり 56°C30分贔fl2回非動化する。

⑥之に 1万倍の割にマーソ・・-=-ンを加え原液として冷蔵

する。（凍結乾燥保存すればなおよい。）

⑦芹を 1万倍マ....ソ` ニン加生理食塩永で， 100倍に稀

釈したものを抗原として用いる。

対象

静岡県函南郡の流行地に於いて，・著者等の 1人勝呂の

診療室で既に胸部肺吸虫症患者と確定したもの，及び最

近肺吸虫症の流行が認められた新潟県直江津市内の小学

生に皮内反応を実施した。

(32) 
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反応術式

左前膊を露出し，広くその部を

アルコール綿で清拭した後， ツベ

ルクリン注射器で皮内に注射部位

の膨疹の径が略 t4mmになる程

度に抗原を注射する。この場合の

抗原の注射量は，凡そ 0.015__,

0.020 ccである。注射直後の膨疹

の径を縦横mrn単位で計測し，

15分後に再び注射部の膨疹の径

の縦横を計測する。この場合発赤

があれば，発赤の径も計測してお

く。なお対照としては食塩水或い

はその他の液を同側の前膊の抗原

注射部位から約4-5cm離れた部
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位に抗原と同量だけ同じ要領で注射し，ゃしまり直後及び

15分後の径を測定する。即ち次の如く記録しておけば

便利である。

抗原

直後 15分後

Fig. 1 

Comparison of the Increase in the・・ Diameters of the 

Wheals with the Antigen prepared from Adults and 

the Antigen prepared from the Excretions and the 

Secretions of the Adults of P. westermanii in the 
patient whose stool showed Eggs of P. westermanii., 

対照

直後 15分後

4X4 (4) 8Xl0 
25x30 
(9) 4X4 (4) 

15分後の判定の際には上段には膨疹（腫脹）の径を下段

には発赤の大ぎさを記す。 （ ）内の数字は縦横の平均 9

で小数点以下の数字は四捨五入する。

対照の膨疹が15分後に消失した場合は， 抗原注射部＾

の膨疹の 15分後の径（平均値）から直後の径（平均値）

を減じたものをとる。この差を以下には腫脹差と呼ぶ事

にする。若し対照にも腫脹差がある場合は，抗原の腫脹

差から対照の腫脹差を更に減じたものを腫脹差として取

扱う。

判定規準；

腫脹差が5:rp.m以上の場合を反応陽性，腫脹差4rnrn

を凝陽性， 3mm以下を陰性とする。

実験成績

A. 成虫抽出抗原と代謝物質抗原の比較

1)反応の出現状況

確実に喀痰中より虫卵を検出して，肺吸虫症と確認さ

れている患者の前膊に成虫の生理食塩水抽出液と，成虫

の代謝物質及び対照として生理食塩水を皮内に注射して

1分置ぎにそれぞれの注射部位の径を測定し，それぞれ

の腫脹差をとつてグラフに示したのが Fig.1であるJ

即ち Fjg.1の示すように生理食塩水抽出液及び代謝

Fig. 2 

Histogram of the Increase il-i the Diameter of 
the Wheal with the Antigen prepared from 

Adults and the Antigen prepared from the Ex-

cretions and Secretions of Adults of P. iりest.
in 1,600 School childrens in the endemic Area. 
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within 15 min. of the Ant~gen Wheal 
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jection. 
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Fig. 3 

Correlation of the Increase in the Diameter of 
the Wheal with the Antigens prepared from 

Adults and from Excretions and Secretions of 
Adults in 15 minutes after injection to the Rate 
of Appearance of Erythema around the Anti-
gen Wheals . 
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Fig. 4 

Comparison of the Results of the Intradermal 
Tests with Saline Extract from Adults and Ex-
cretions and Secretions of Adults of P. wester-
manii in 17 patients whose stools showed Eggs 
of P . westermanzz. 

Saline Extract . 
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:t=$.82mm 

~=1l.53mm 

r-=Q.715士〇.082 2
 

物質共に注射直後から，注射部の膨疹は急速に腫脹し始

め注射後8分には腫脹差はそれぞれ7mm及び6mmと

なり，それ以後は腫脹の増加は見られなかつた。注射後

16-17分後からは両者共次第に腫脹の限界は不鮮明と

なり， 3時間後には腫脹は消失してしまつた。勿論24時

間後にも両種抗原の注射部位には何の変化も認められな

かつた。

次に両種の抗原を用いて本反応を小学生1,600名に実

施し，その 15分後の腫脹差を 2mmずつの度数分布を

ヒス 1、グラムとして， 対数目盛にとつてみると Fig.2 

の如くになつた。

集団に実施した場合も両種抗原による反応の出現率は

殆ど平行して居り，有意の差は認められなかつた。

2)腫脹と発赤の関係

以上腫脹差から見ると両種抗原は全く同一の反応形式

をとることが明かとなつたが，次に腫脹とそれに伴う発

赤の関係を見たのが Fig.3である。

即ち成虫抽出抗原及び代謝物質抗原共に腫脹差 4mm

以上，即ち反応凝陽t生及び陽性の場合は 100%に腫脹の
周囲に発赤を伴つていたが， 3rrm1. 以下では，発赤の出

現率は次第に減少している。特に代謝物質抗原では腫脹

差 3畑rn以下の場合成虫抽出抗原に比べて，発赤の出現

率が減少していることが認められた。

3)両種抗原による皮内反応陽性者からの虫卵検出成

績

成虫食塩水抽出液と代謝物質を抗原として，静岡県田

方郡函南村で， 17名の肺吸虫症患者に皮内反応を実施し

た所，全員何れも陽性反応を星した。特に両種抗原とも

15分後の腫脹差は最小が6rrunて大きいのは 16mmを

示したが， 成虫の抽出液による腫脹差の平均は 11.53

nlll.1, 代謝物質によるそれは 9.82mmであった。その

成績は Fig.4の如くである。

即ち食塩水抽出液の方が代謝物質に比べて，腫脹差が

梢:大きくあらわれる様であるが，両者の腫脹差の相関

をみると，相関係数r=O.715土0.082となり，両者間の

相閲はかなり密であることを示している。

次に前述した如く最近肺吸虫症の流行地として新しく

発見された新潟県の直江津市内の小学校生徒1,600名に

両種抗原を注射して， 15分後の腫脹差が4mm以上の者

と， 3mm以下の者とに分けてみると次の如くとな‘っ

た。此の場合対照としそ食塩水を皮内に注射し，之が矢

張り腫脹差を示した場合は，抗原の腫脹差から之を被じ

て尚お4mm以上の者のみをとつた。

(34) 
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反 応

抗原
墨陰閉性） （凝麟4mm陽性差) （鴫m陽m以差性上5） 

水成抽虫食出塩液 1,572名 5名 23名

代謝物質 1,570名 8名 22名

即ち 15分後の腫脹差 4mm以上を呈した者は，成虫

食塩水抽出液では 28名，代謝物質では30名であった。

そこで両種抗原によるこれら反応の陽性者の相関を示し

たのが Table1であるが，これによると両種抗原共に陽

性反応を呈した者は 19名，凝陽性反応を呈した者は 3

名，計22名で，両種抗原による反応結果が一致しなかつ

た者が11名あった。

Table 1 

Comparison of the combined Results of In-

tradermal tests with the Antigens prepared 

from Adults and from Excretions and Secre-

tions and the results of the Stool Examina-

tions by AMS III Methods. 

•冒百ぷ~aOc,a, こw ロo o L u • 

Saline Extract 

＋ 土 Total 

＋ 19UO) 2 1 22 (10) 

士 1 (1) 3(1) 4 8 (2) 

3(2) 3(2) 

Total 23(13) 5 (1) 5 

(; No. of Egg positive cases by two 

Stool Examinations. 

即ち 1,600名について両種抗原を用いて皮内反応を史

施した結果， 凝陽性及び陽性を示した者が33名あり，

その％の 22名が両種抗原により一致した反応成績を示

し， 11名が一致しなかつた。両種抗原の中何れの抗原に

信頼性があるかを見るために，33名全員の糞便検査を行

つて肺吸虫卵の検出成績をみた。 Table1の（ ）内の数

字が梃便内からの虫卵陽性者である。胸部肺吸虫症の場

合，最も確実な診断法は喀痰或いは裳便から虫卵を検出

することであり， 吸巴竺に特有な喀痰［の雙食竺旦雌2
巴旦王墨迫臣らの虹]Iz検畠主邑~高いが，癒便よ
こ率ても 6色％近くあることは，小宮J魁L
竺 9直鱈して戸° 犀鯛蔽叫些呼戸這J菰
竺巳竺巳凸竺ど各腫翌雙謬び璽四墜とま皮甘鴫]匡
翌見空りあ―— 力こ膨印坦巴塁
は不可能である。従つて反応陽性者で虫卵が

279 

い鱗合には，_I::..£辛止

江ニ凶訟迄ム
糞便検査の結果は，成虫食塩水抽出抗原で反応陽性を

呈した者23名中からは 13名 (56.5%)に虫卵が見出さ

れ，代謝物質抗原による反応陽性者22名からは 10名

(45.4彩）に虫卵を証明している。

／ ところが成虫の食塩水抽出液で陽性を呈したにもかと

わらず，代謝抗原では陰性だった 3名の中2名から虫卵

が証明されているのに反して， 抽出抗原では反応陰性

で，代謝抗原で陽性叉は激陽性だった者5名からは， 1 

名も虫卵が証明されなかつたことを考えると，四翌竺皇

水抽出抗原の方が代謝物質抗原に比べて信頼性が高い←
に●"'● """"'● """ " C・'"

主三互羞であえと

Oli ver-Gonzalz (1946)によると，マンソン住血吸虫

の成虫を24時間， 人血清中に飼育するときは， 成虫々

体成分の中多糖類の減少を認め，叉成虫が血清中に多糖

類を排出することも認めている。然かもこれら多糖頑は

虫体より精製した多糖類と全く免疫学的に同一の性質を

有すると云つている。然かも皮内反応の抗原としては，

この多糖類は不適当であるとも云つている。沢田(1954)

等も日本住血吸虫症の皮内反応で多糖類と蛋白質の両種

抗原を用いた場合，後者の方がより鋭敏で，多糖類は偽

反応を呈することがあると云つている。これ等の点から

考えると，著者等の使川した成虫の代謝物質抗原は，成

虫食塩水抽出液に比較して多糖類が主成分となつてお

り，そのために両種抗原の成績が完全に一致しなかつた

のではないかと思われる。この点に関しては尚お，更に

実験中である。

B. Prausnitz-Kiistner反応 (Passivetransfer) 

殆どすべての寄生虫性疾患では，その虫体抽出液を抗

原として皮内反応を行った場合にみられるのは，即時性

皮膚反応 immediatercectionであることは既に知られ

ている通りである。

McCoy (1933)及びSchapiro(1938)等は Trichin-

osisの場合には，即時性反応の他に感染初期には遅発性

反応 delayedreationがみられることがあるが， これ

は信頼性が少ないと云つている。肺吸虫症の場合にもそ

の成虫の抽出液或いは成虫の代謝物質を用いて皮内反応

を行うと即時性反応のみがみられ，遅発性反応はみられ

ない事は既に報告した通りである。これらの即時性皮内

反応に関して， 近時 Dubos(1952) Raffel (1953)等

は反応局所の紺織の降碍の有無により即時性反応を更に

Arthus型反応と Evanescent型反応とに分けている。

(35) 
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即ち Evanescent型反応は Arthus型反応と比べて，

反応の出現時胡即ち膨疹の腫脹及び発赤がより早く 15

分間只内であり， 2乃至3時間以内に消失し，後に組織

の障碍を残さないと云う相違点があり，本反応の Pas-

s.i ve transfer及び除感作が容易であると云うことは両

者の共通点であるとしている。細川 (1952)は動物実験

の結果，反応局所の紐織学的所見から，肺吸虫症の皮内

反応は Arthus型の範略に艇すると云つているが，現在

ではこれら寄生虫性疾患における皮附反応は， Evanes-

cent型反応1こ属すべきものと考えられる。この点に関

しては尚お実験中であるが， こ入には両種反応に共通し

た性質である Passivetransferについて，即ち Praus・

ni tz-K iistner反応を行って， それに成功したので哉心

芦 o
即ち健康人5名の左上膊の 2ケ所の皮内に肺吸虫症患

者血清及び健犀人血清をそれぞれ 0.1cc宛注射して，

24時間後；こ血清注射局所に肺吸虫成虫の食塩水抽出液

の1万倍稀釈液を 0.02cc宛皮内に注射して観察した。

即ち抗原注射直後の膨疹の径及び 15分後の膨疹の径及

び発赤を示したのが， Table2で，患者血清をあらかじめ

注射した部の方は，抗原注射部は著しく腫脹を来してい

るが，健康入血清注射部はすべて陰性を示し，本反応の

Passive transferの可能な事を証明し得た。

考察及び結論

成虫食塩水抽出液と代謝物質とでは，反応の出現状況

は殆ど同一であり， 17名の患者では，両種抗原とも一致

して陽性反応を呈したが，腫脹差の程度は成虫抽出液の

方が多少大きい結果を示した。所がこれと殆ど同時期に

同じ抗原を阻いて，新潟県直江津市内の小学生1,600名

に実施した湯合，両種抗原の成績はかなり咬い違つた成
績を示し，成虫食塩水抽出液の方が信頼性の高いことを

虫卵検査によつて証明する事が出来たのは興味ある事実

である。これまでは寄生虫性疾患の皮内反応の抗原の検

討を行う場合，患者群及肝偲康者群について別々に実施

して，その成績を比較したものが多いがこれだけでは不

充分だと云うことが明かになった。著者等の場合では両、-・---・-種抗原を全く流行のみられない1建康者のみに行つた場合
は，すべて陰性で偽反応を呈する者はみられなかつた。

湾多塾空ム竺衷施しエ文空信戯性に就い文検討し
こ始めて，その価値が明かになると思われる。 Tr胆坦旦ー
°笠竺）皮内反反は，極めて特異的に出現するにもかとわ

旦u迎唖ro等は，古友応の実月］糾価値は本反応が
こ土竺興昧

(36) 
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Table 2 

Pr:::i.usnitz-K坤tnerRe:xtion with Senun of 
Patiens of paragonimiasis. 

0.1 cc. of Serum injected intradermally 
0. 02 cc. of saline extracted Antigen of 
Adult Worms injected intradermally 
24 hours after Injection of Serum. 
Diameter of the Antigen Wheal by mm. 

Patient's Serum Normal Serum 
No. Sex Saline Extract Saline Extract 
i¥ge. — 
Immediate 15mm. In皿 ediate15 min. 

—. ---・---・ 一・-...... —----· 
I. M. ぬ 4X4 14X11 4X4 

30X38 

2. F. 34 4X4 15Xll 3X3 26X--25 

3. M. 36 3X3 9X10 4X4 
35X42 

4. F. 24 3X5 15x12 4X3 
33X32 

5. M. 30 4x4 lOXlO 4X3 
25X30 

Diameter of the Wheal 
-,、---- -

Diameter of the Erythema 

麟点である。

著者等の使用した成虫食塩水抽出抗原と代謝物質抗原

とは共通の抗原性物質を有していることは凝いないと思

われるが，両種抗原による皮内反応の成績の差異は恐ら

く前述した如く，代謝物質抗原にはより多く多糖類が含

まれていることによるものであろうが，今後尚お検討を

要する間題である。尚お著者等は Prausnitz-Ki.i也竺L___ , __ ,, ―•ー・.......一•ヽ——'" '. 一ー" ' " " —.,,,~ 

饂 lf;l立主症嵐芭血害墜喜色四直鑓観且こ旱
咀撃坦一匹あ応一つの確症を得ること力遥
来た。--・-
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Summary 

For the intradermal test, 0.015-0.02 ml. of 

antigen, an amount sufficient_ to raise 4 mm. 

diameter of wheal, was injected intradermally; 

a similar quantity of control solution, saline eon-

taining the same preservative as in the antigen, 

was also injected. Reactfons in which the dia-

meter of the antigen w hea 1 exceeded that of the 

control wheal by 4 mm. and by more than 5 mtn. 

within 15 minutes after injection were considered 

" doubtful " and'-'positive " respectively. 

Comparisons of the results of the intradermal 

tests conducted with antigens prepared from the 

Table 1. Comparison of Results of Intradermal 

Test with Antigen prepared from Adults and 

from Excretions and Secretions of Adults of 

P. westermanii in 1,600 school children. 

Ad叫tWorm Antigen (l・10,000)
ii 

Positive Doubtful Negative Total 

Positive 19 
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）・・・ ・Number of children whose stool 

showed ova by the A.M.S. III method. 

ヽ`ー‘
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． 1,56'7 

1,572 

1,570 

1,600 

adult worms and excretions and secretions of 

、theadults of Paragonimus卯estermaniiwere car-

ried out on patients and 1,600 school children i:n 

the endemic area of paragornmias1s. Positive 

reactions were shown on all of'17 patients who 

had paragonimus eggs with both types of antigen. 

Some difference was seen in the results of the 

intradermal tests with adult worm antigen and 

with excretions and secretions antigen on 1,600 

school children as shown in Table 1. The results 

of stool examinations by the A. M. S. III centri-

fugation technique in 33 individuals wl10 showed 

positive or 4oubtful reactions were shown in pa-

renthesis in the Table 1. This result would seem 

to indicate that the adult worm antigen was sligh-

tly superior to the excretions and secretions anti-

gen for the skin test in detecting cases of pa.ra-

gonimiasis. 

The antibodies in the patients serum of para-

gonimiasis were demonstrated on 5 normal in-

dividuals by Prausnitz-K:. 必stnerreaction. 

(37) 




